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盗
難
に
注
意

　
市
営
墓
地
内
で
、
供
花
な

ど
の
盗
難
が
発
生
し
ま
し
た
。

市
で
は
係
員
に
よ
る
巡
回
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

絶
え
ず
見
回
る
こ
と
は
困
難

で
す
。

　
み
な
さ
ん
も
、
互
い
に
声

を
掛
け
合
う
な
ど
、
注
意
を

お
願
い
し
ま
す
。

 　

利
用
に
関
し
て
の
お
願
い

◆
墓
地
内
の
清
掃
・
管
理

　
墓
石
な
ど
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
使
用
区
画
内
の
清
掃
･

管
理
は
、
使
用
者
や
親
族
の
み

な
さ
ん
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た

時
は
市
が
状
況
を
確
認
し
、
使

用
者
の
か
た
に
対
処
を
お
願
い

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

際
は
す
み
や
か
に
処
置
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
私
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

　
共
同
の
水
汲
み
場
に
は
私
物

の
バ
ケ
ツ
な
ど
を
置
か
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
放
置
さ

れ
て
い
る
も
の
は
、
順
次
処
分

し
ま
す
。

　

私
物
は
使
用
の
墓
地
区
画
内

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
供
物
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い

　
供
物
を
放
置
す
る
と
、
腐
敗

な
ど
で
墓
地
区
画
内
が
荒
れ
る

原
因
に
な
り
ま
す
。
必
ず
お
持

ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

◆
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
は
お
持
ち
帰
り

く
だ
さ
い

　
墓
地
に
は
た
く
さ
ん
の
か
た

が
参
拝
さ
れ
ま
す
。
環
境
維
持

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
市
民
課
☎
０
７

２
・
４
３
３
・
７
２
８
０
、
市

立
斎
場
☎
０
７
２
・
４
２
２
・

０
８
４
２
、
公
園
墓
地
管
理
事

務
所
☎
０
７
２
・
４
４
７
・
２

２
９
６

 　

樹
木
の
無
料
配
布

対
象　

公
共
の
場
や
施
設

を
協
同
で
緑
化
す
る
町
会
・

自
治
会
・
事
業
所
な
ど

種
類　

高
木(

キ
ン
モ
ク
セ

イ
・
サ
ザ
ン
カ
な
ど
12
種
類)

、

低
木(

ア
オ
キ
・
ク
チ
ナ
シ
な

ど
９
種
類)

、
つ
る
植
物(

キ
ヅ

タ
・
ナ
ツ
ヅ
タ
な
ど
５
種
類)

申
請　

申
請
書
を
持
参

※
１
カ
所
あ
た
り
高
木
２
本

以
上
の
申
請
が
必
要
で
す
。

締
切　

８
月
12
日(

金)

配
布
方
法　

来
年
３
月
頃
に

市
が
指
定
す
る
日
時
・
場
所
で

申
請
書
配
布
・
申
請
・
問
合

せ
先
　
道
路
公
園
課
☎
０
７

２
・
４
３
３
・
７
０
４
８

　

蚊
の
発
生
を

　

防
ぎ
ま
し
ょ
う

 　

蚊
は
強
い
か
ゆ
み
を
与
え

る
だ
け
で
な
く
、
感
染
症
を

媒
介
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

感
染
症
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
も
、
日
ご
ろ
か
ら
家
の
ま

わ
り
で
の
対
策
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

蚊
の
発
生
す
る
場
所

・
植
木
鉢
の
受
け
皿

・
雨
水
桝

・
あ
き
缶
や
古
タ
イ
ヤ
の
周

辺・
側
溝
や
雨
ど
い

・
庭
の
水
た
ま
り
が
あ
る
と

こ
ろ　

な
ど

　

蚊
は
卵
か
ら
成
虫
に
な
る

ま
で
水
中
で
生
活
し
、
最
短

で
12
日
ほ
ど
で
成
虫
に
な
り

ま
す
。

　

少
し
の
水
た
ま
り
が
あ
れ

ば
場
所
に
関
係
な
く
卵
を
産

み
ま
す
の
で
、
水
た
ま
り
を
な

く
し
ま
し
ょ
う
。

蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る

に
は

・
長
袖
や
長
ズ
ボ
ン
を
着
て
肌

の
露
出
を
少
な
く
す
る
。

・
虫
の
多
い
と
こ
ろ
で
は
虫
除

け
ス
プ
レ
ー
を
使
用
す
る
。

・
家
に
入
ら
せ
な
い
よ
う
網
戸

を
し
っ
か
り
閉
め
る
。

・
発
生
し
た
蚊
に
は
、
市
販
の

家
庭
用
殺
虫
剤
な
ど
を
用
法
用

量
を
守
っ
て
適
切
に
使
用
す
る
。

問
合
せ
先
　
廃
棄
物
対
策
課

☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
０
０
９

　

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に

　

ご
注
意
く
だ
さ
い

 　

セ
ア
カ
ゴ

ケ
グ
モ
は
市

内
各
地
で
生

息
し
て
い
ま

す
。
攻
撃
性

は
な
く
お
と

な
し
い
ク
モ

で
す
が
、
強
い
毒
性
が
あ
る
た

め
、
抵
抗
力
が
弱
い
幼
児
や
高

齢
者
の
か
た
は
注
意
が
必
要
で

す
。

特
徴

・
体
長
約
１
セ
ン
チ
で
全
体
的

に
黒
く
、
背
に
赤
い
帯
状
の
模

様
が
あ
る
。

・
普
段
は
お
と
な
し
く
、
触
ら

な
い
限
り
か
ま
れ
な
い
。

生
息
場
所

　

溝
ぶ
た
・
植
木
鉢
・
エ
ア
コ

ン
室
外
機
な
ど
の
下
や
裏
側
。

見
か
け
た
ら

・
絶
対
に
素
手
で
触
ら
な
い
。

・
成
虫
は
市
販
の
ス
プ
レ
ー
式

殺
虫
剤(

ピ
レ
ス
ロ
イ
ド
系)

を

か
け
、
卵
は
踏
み
つ
ぶ
す(

市

で
駆
除
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん)

。

注
意
点

・
外
置
の
サ
ン
ダ
ル
や
長
靴
を

履
く
と
き
は
注
意
す
る
。

・
庭
仕
事
や
溝
掃
除
の
と
き
は
、

必
ず
厚
手
の
手
袋
を
す
る
。

・
こ
ま
め
に
清
掃
し
、
ク
モ
の

住
み
に
く
い
環
境
を
作
る
。

か
ま
れ
た
と
き

・
傷
口
を
流
水
で
洗
い
流
し
、

患
部
を
冷
や
す
。

・
で
き
る
だ
け
早
く
病
院
で
治

療
を
受
け
る(

ク
モ
を
殺
し
て

持
参
す
る
と
適
切
な
治
療
に
つ

な
が
り
ま
す)

。

問
合
せ
先　

廃
棄
物
対
策
課

☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
０
０
９

　
空
き
家
の
適
正
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
 　

近
年
、
空
き
家
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
管
理
不
足
が
原
因
に

よ
り
安
全
・
衛
生
・
景
観
・
防

犯
な
ど
の
面
に
お
い
て
周
辺
の

生
活
環
境
に
支
障
を
き
た
し
、

地
域
の
活
力
や
魅
力
が
低
下
す

る
な
ど
の
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。

　

管
理
不
足
が
原
因
に
よ
り
第

三
者
に
損
害
を
与
え
た
場
合
、

空
き
家
の
所
有
者
は
損
害
賠
償

を
求
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

９
月
に
は
貝
塚
市
空
き
家
等

対
策
の
推
進
に
関
す
る
条
例
が

施
行
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
空
き
家

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
連
携
し
空

き
家
の
相
談
に
対
応
で
き
る
体

制
を
整
え
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
８
月
は
雑
草
木
の
繁

茂
す
る
時
期
で
す
。
空
き

家
か
ど
う
か
に
関
わ
ら
ず
、

適
正
管
理
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ
先　

ま
ち
づ
く
り

課
☎
０
７
２
・
４
３
３
・

７
２
１
４

　
空
き
家
無
料
相
談
会

 　

空
き
家
に
つ
い
て
の
悩

み
ご
と
を
一
人
で
抱
え
込

ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
空
き
家
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
専
門
家

が
お
応
え
し
ま
す
。
予
約

が
必
要
で
す
。

日
時　

８
月
30
日(

火)

午

後
１
時
～
４
時(

１
組
30

分
程
度)

場
所　

市
役
所
５
階
相
談

室
兼
会
議
室

定
員　

４
組(
定
員
に
な

り
次
第
締
切)

予
約
・
問
合
せ
先　

ま
ち

づ
く
り
課
☎
０
７
２
・
４

３
３
・
７
２
１
４

公園墓地の永代使用者を募集使用料を見直し
利用しやすく
なっています

　安らぎを感じる静かな環境で、ご先祖の御霊にお参りできます。永代使用料を見直し
ましたので、この機会にぜひご利用ください。また、大きめの８平方メートル区画の募
集もしています。詳しくは、お問合せください。

①市内のかた　申込時に１年以上継続して貝塚市に住民登録をしている世帯主
②市外のかた　申込時にいずれかの市町村に住民登録をしている世帯主
必要書類　住民票の写し(世帯全員、記載内容に省略のないもの、マイナンバー不要)

申込・問合せ先　市民課☎072－433－7280
見学　公園墓地管理事務所☎072－447－2296

犬やネコなどペットのフンのあと始末は、飼い主が責任を持って行いましょう！

<運行時刻表>

９：10

10：10 

11：05

12：05

13：05

14：05

10：00

10：55

11：55

12：55

13：55

14：55

水間観音駅発 公園墓地発

　盆に無料小型バスを運行しますので、墓参や見学に
ご利用ください。
　なお、盆の時期は大変混み合いますので、車でお越
しの際は、必ず所定の駐車場に停めてください。

運行日　８月13日(土)・15日(月)
運行区間　水間観音
駅⇔公園墓地管理事
務所
問合せ先　市民課
☎072－433－7280
公園墓地管理事務所
☎072－447－2296
※荒天時は運休する
場合があります。
市役所代表(☎072－
423－2151)でご確認
ください。

公園墓地(三ケ山)無料バス運行

大きさ(間口×奥行)

２㎡(1.25ｍ×1.60ｍ)

４㎡(1.60ｍ×2.50ｍ)

８㎡(3.20ｍ×2.50ｍ)

２㎡(1.25ｍ×1.60ｍ)

４㎡(1.60ｍ×2.50ｍ)

８㎡(3.20ｍ×2.50ｍ)

466,000円

  932,000円

1,864,000円

605,800円

1,211,600円

2,423,200円

4,000円

8,000円

16,000円

4,000円

8,000円

16,000円

①市内のかた

②市外のかた

永代使用料新価格(従来価格) 墓地管理料(年)

市
・
府
民
税

第
２
期
分
納
期
限
は

８
月
31
日（
水
）

 

市
税
の
納
付
は
、
銀
行
な

ど
の
指
定
金
融
機
関
・
郵
便

局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替

も
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

納
税
課

☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
２

６
０
／
７
２
６
１

通帳

かいづかぎんこう

(582,500円)

(1,165,000円)

(2,330,000円)

(757,250円)

(1,514,500円)

(3,029,000円)

大
阪
府　

個
人
事
業

税
第
１
期
分

納
期
限　

８
月
31
日(

水)

問
合
せ
先　

泉
南
府
税
事

務
所
☎
０
７
２
・
４
３

９
・
３
６
０
１


